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「
長
浜
の
文
化
財
」

大正元年9月3日

長浜町沖浦

瑞龍寺

① 

自
北
側
、
定
安
妥
え
化
財

本
造
十
一

ゐ
税
令
ゑ
像
(彫

刻

)

ばん Lょうざん寸九、'"うじ

沖浦の高松山瑞龍寺に安置されている十一面観音立像は、藤原時代初期の作で、 全身極めて豊満優美な
ふながたこうはい 守えれんかぎ

しかも 、 保 存 の 良 い 点 に お い て も希有なもので、後補ではありますが、舟形光背、 八 重 蓮華座逸品です。

もそろってい ます。

一木彫の

立像で、端麗な面相はやや長く、いくぶん写 実的なプロポーションは官能的な美しさをも感じさせます。

ひじ

面幅 17.9cm、骨張り 43.6cm、
あご

この像は、像高 163.6cm、頭部から顎まで 37.9cm、
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宝診

三
月
二
十
一
日
、
長
浜
中
学
校
体
育
館
で
、

員
や
関
係
者
ら
約
三
百
五
十
人
が
参
加
し
て
、

浜
町
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
の
た
め
、
屋
内
で
の

開
催
と
な
っ
た
今
回
は
、
予
定
さ
れ
て

い
た
服
装
点
検
や
機
械
器
具
点
検
、
ポ

ン
プ
操
法
、
喜
多
離
分
団
に
よ
る
小
隊

訓
練
、
町
内
パ
レ
ー
ド
及
び
一
斉
放
水

な
ど
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

式
で
は
、
消
防
活
動
に
功
績
の
あ
っ

た
方
や
永
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
の
表
彰
に
続

き
、
町
長
式
辞
や
各
来
賓
に
よ
る
祝
辞

町
内
の
消
防
団

平
成
十
一
年
長

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
団
長
か

ら
「
町
民
の
生
命
財
産
を
守
る
と
い
う

使
命
の
も
と
一
致
団
結
し
て
」
と
の
訓

示
が
述
べ
ら
れ
、
式
は
滞
り
な
く
終
了

し
ま
し
た
。

消
防
団
員
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
今
回
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方

は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
順
不
同
・
敬
称
略
)

訓示を行う岡団長

西
山
和
夫
さ
ん

畠
本
消
防
協
金
長
表
彰

〔
自
本
消
防
協
会
長
表
彰
〕

精
績
章
・
:
西
山
和
夫
(
豊
茂
)

〔
愛
媛
県
知
事
表
彰
〕

功
労
章
:
・
桐
出
和
嶋
(
今
坊
)
、
西
内

誠
(
櫛
生
)
、
石
井
良
子
(
青
島
)

〔
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰
〕

功
績
章
:
川
元
久
(
上
老
松
)

勤
続
章
・
:
山
本
賢
明
・
見
玉
康
・
玉
井

義
宣
(
以
上
櫛
生
)
、
演
田
勝
徳
(
須

沢
)
、
川
崎
兼
康
・
寺
岡
正
志
・
高
崎

基
近
(
以
上
長
浜
)
、
ヒ
川
峯
生
(
黒

田
)
、
上
回
謙
次
・
束
久
延
・
鎌
田
修
・

丸
井
幸
造
(
以
上
今
坊
)
、
込
岡
昭
雄

(
穂
積
)
、
大
石
定
(
下
須
戒
)
、
成
光

定
次
(
上
老
松
)
、
主
井
幸
人
・
東
浦

義
隆
(
以
上
出
海
)
、
尾
上
孝
之
・
清

水
丈
司
(
以
上
白
滝
)
、
山
城
恒
雄

(
柴
)
、
鎌
田
義
兼
(
大
越
)

O
愛
媛
県
消
防
協
会
長
感
謝
状
(
永
年

勤
続
消
防
囲
員
家
族
内
助
の
功
労
者
)

間
山
み
ち
子
(
豊
茂
)

〔
大
洲
喜
多
消
防
由
連
合
会
長
表
彰
〕

勤
続
章
:
高
岡
斉
(
出
海
)
、
中
野
徹
・

上
田
和
彦
沖
永
修
一
・
岩
城
守
(
以

上
長
浜
)
、
浪
木
久

E

中
川
昭
和
・
宮

同
和
彦
(
以
上
沖
浦
)
、
竹
本
幸
広
・

大
野
剛
・
坂
東
敏
幸
(
以
上
櫛
生
)
、

松
本
孝
彦
・
増
田
吉
邦
・
三
浦
直
重

(
以
上
豊
茂
)
、
束
吉
隆
(
白
滝
)
、
一
段

違
敏
雄
(
柴
)

規
律
章
:
・
桜
田
宗
二
一
一
(
下
須
戒
)
、
加

-2-

納
紀
彦
(
須
沢
)
、
市
川
千
代
子
(
青

島
)
‘
山
根
龍
久
(
今
坊
)

〔
長
浜
町
長
表
彰
〕

精
勤
章
:
・
久
保
比
呂
志
(
黒
田
)
、
東

勝
浩
(
長
浜
)
、
坂
東
敏
幸
(
櫛
生
)
、

久
保
嘉
範
(
下
須
戒
)
、
成
田
忠
徳

(
上
老
松
)
、
菊
池
孝
(
豊
茂
)
、
久
保

典
夫
(
戒
川
)
、
大
野
武
雄
(
白
滝
)

門
長
浜
町
消
防
団
長
表
彰
〕

精
勤
章
・
:
代
表
:
後
藤
世
紀
(
出
海
)

以
下
五
十
四
人

延べ 109人の方が表彰を受けられました
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「
男
火
で
分
か
れ
て
と
ぼ
う
。
」

と
言
っ
た
の
で
、
分
か
れ
て
と
ぶ
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
薗
輔
盟
「
I

l

-

-

女
子
か
ら
先
に
と
醸
欝
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w

つ

び

ま
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わ

調

盟

ょ

を

回

す

の

は

山

子

璽

F

1
:
 

で

す

。

人

数

が

少

市
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な

く
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岩

手
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か
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前

よ
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塾

れ

続
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よ
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な
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J
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ま

し

た

。

で

も

、

監

盤

仲

何

同

も

や

っ

て

い

圏

眉

間

|

げ

る
う
ち
に
、

「
ち
ゃ
ん
と
、
な
わ
回
し
て
や
。
」

と
か
、

「
な
わ
同
す
人
、
交
代
し
て
。
」

と
か
一
言
、
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
交
代

を
し
て
、
次
に
切
込
J

が
ど
ぶ
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
男
子
も
、

「
ち
ゃ
ん
と
阿
せ
や

ν

一

と
か
言
っ
て
、
け
げ
ん
か
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
、
何
副
も
し
て
い
た
け

ど
、
文
句
の
言
い
合
い
は
続
き
ま
し
た
。

E

V

同
一
掛
除
米
崎

i-山
1

一

口

司

t
k
A
L念
出
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ア
円

a

E

C
h白
酎

ω一
市
間
吋
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J
者
匙
明
能
訓
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一

伝
耐
行
-u明
乱

闘

、

一

円
い
ト

u
p
f
叫
A

，、¥、

e

a

.

に
は
、
男
女
い
っ
し
ょ
の
チ

i
ム
一

で
し
て
い
る
か
ら
か
な
あ
と
思
い
一

ま

し

た

。

一

男
女
に
分
か
れ
て
何
か

L
て
い

る
と
、
弘
だ
ち
の
学
校
で
は
、
日
一

げ
ん
か
に
な
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
一

で
す
じ
ど
っ
ち
か
が
文
句
を
言
、
っ
一

レ
二
伺
手
も
言
い
返
す
よ
う
に
な
一

る
の
で
、
以
い
く
せ
に
な
っ
て
い
一

る
よ
う
で
す
。
け
ん
か
を
し
た
後
一

は
、
勉
強
を
し
て
も
、
遊
ん
で
も
、
一

何
と
な
く
楽
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
一

出
海
小
学
校
は
、
小
さ
な
学
校
な
一

ん
だ
か
ら
、
も
っ
と
み
ん
な
で
、
一

仲
良
く
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
一

思
い
ま
す
。
こ
の
問
題
は
、
一
度
、
一

学
級
活
動
や
代
表
委
員
会
で
も
話
一

し
合
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
一

山
海
小
学
校
が
、
も
っ
と
も
っ
と
一

仰
の
よ
い
学
校
に
な
っ
た
ら
い
い
一

な

あ

と

川

じ

い

ま

す

。

一

マスコ勺
応募総数259点のうち厳正な審査の結果¥

龍

大)j¥N消防の

ト憲一?翼手、浪号J:.J ~審

最優秀作品に決まった
利屋紹子さん(重信町)の作品

ガ決まりました。キャラクターに

3 



『

ν

場

一

会

ホ
ー
覚

えています。

つきましでは、当時の状況に詳

しい方、写真や資料をお持ちの方

がおられましたらご一報いただき

ますよう、ぜひご協力をお願いし

ます。

I連絡 ・ お 問 い 合 わ せ } 建 設省大

洲工事事務所調査第一課(宮 o8 

9 3 - 2 4 - 5 1 8 5 FAX 2 

3-3364) 

していますそ量
建設省では、肱川流域に未曾有

の被害を及ぼした昭和18年 、 昭 和

20年の洪水状況資料(写真-地図・

出版物等)を探しています。

これらの資料は、戦後の混乱に

よる飛散や度重なる洪水で消失さ

れたものも多いうえ、近年の開発

によって、当時の洪水の痕跡も失

われつつあります。そのため、建

設省では当時の洪水調査を行い、

今後の治水事業に役立てたいと考

の
飽

y
僑
習
J
，
 1
 

悶
刷
幽
掴
悶
闘
陥
闘

自閤目閉

m
g

" 

まで。

町 民 ア ン ケ ー ト に ご 協 力 い た だ き

ありがとうございました

にご協力いただいた皆さん、

力ありがとうございました。

なお、アンケート調査票回収率

は次のとおりで、調査結果に つい

ては、集計がまとまり次第、本紙

で発表します。

1， 0 0 0 

ご坊主

回収率(%)

。6 4. 

回収数(部)

640 

配布数(部)

長浜町では、町の将来像を描き、

計画に基づいたまちづくりを進め

てしミくための基礎資料を得るため、

2月 に 「町民アンケート」を実施

しました。

これは 、 住 民 基 本 台 帳 の 中 か ら

無作為に抽出

した1.050人ーを

対象に実施し

たものです。

対象者

20歳以上
町民

。
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ま<:テ。

5 0 巾高生

ア ンケート

ーり
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ご
利
益
m
あ
§

h
H

鑑
を
使
、
え
い
院

大
丈
夫
，
d

三
本
セ
げ
ト
て

玉
O
方
円

としミつ

方ζσ〉

「とぐんな↑凶みえも角享t肖します。」

たチラシ広告があります。

行ってみる と、霊視をしたり手相をみたりして

「原因は先祖の崇りです、ご供養が足りなし寸〉ら

です。JIご利益のある印鑑を使えば大丈夫。Jな

どといって人の悩みや不安をあおり、高額 な祈祷

科やお布施を要 求 し た り 物 ( 印 鑑 - 仏 像 など)を

完りつけたりする商法です。

悪徳商法でお困りのことがありましたら、

所まで遠慮なくご相談ください。

I相談先]八 幡 浜 地 方 局 く ら し の 窓 口 ( 宮 089

4-24-3700) ま た は 、 役 場 経 済 課(宮 5



1琴錦騨磁器錦部臨漆器主端部摺艇磁器掛強路繍臨

喜平成11年度米穀販需要
露新及び新規登鋸申請手
j続きのご案内

平成 8年 度 に 壁 鉱 を 受 け られた

方は、有動期間の 3年が満了しま

すので、引き続き計画流辿米の販

売を行う場合には、:更新手続きを

してください。

また、愛媛県内で新たに計画流

通米の販売(卸売業・小売業) を

行おうとする場合には、愛媛 県知

事の登録を受ける必要がありますc

{_~録を受けようとする方は、次

により申請手続きをしてください。

[受付期間] 3 月 15 日 ~4 月 30 日

f受付窓口1次表のとおり

種

業
寸

~ 
4色、

住

所

以

ぴ

電

話

ι1-」
首器蹟桜田::主程在蹴詑蹴軍吉富溜軍駐・;自主寝掠環器誼動在在君臨:;在日 1

5 銃抱刀剣類の
意 輩録について

銃砲万剣類の歪品川町定を次のと

おり実施してし、ます。発見者(所

有者)自身が銃砲万剣類を持参し、

登録手続きをしてください。

【日時]毎月第 3水曜日(祝日の

場合は翌日)

。刀剣類…午後 1時~午後 4時

O銃 砲・・・午後 3時~午後 4時

課産愛 | 政産八
食媛 水 業 l階
建農県 l 産経浜
係産展 | 課j斉地

困林 | 部 h
去7]( I "空局

トー 一一十一一 十一一

金松干= ft八 千

o山主 o幡主
人市 γ | 八 11毛六

九一~| 九市 l

!害主| 四長=
九町。三人

雨空里 l へ L 
理|白 1Ji(三
三二四 I '不四番
一一九 ι 一一
四一竺 I 0一七

四一芸 1 [Ij一号

口

県
内
小
売
業

県、卸
タトド

士子己
三長

「女刊の権利(妻・ 4ミ人への暴力)

110香 」を実施します t

相談は、「夫婦問暴力」に|浪ら

に女性 の問題なら何でも結構で

すし、男性からの侶談も結構ですc

お気軽にご相談ください υ

I日時] 4月 17日(金)午前10時

~ 午 後 3時

【場所】愛媛弁寵士会館(松山市

3番町 4丁目 8-8

{直通電話1

440 

I相談料]無料

:::::~:~:~::-ill童話器髄関宮琵部郡部語濁題担盛醐臨臨翻寵醐

富松山労働条件相談
震 センターを開設
問屯

5時 以降や土曜 Irでも、専門の

アドノ¥イザーが、賃会や労働時間

等をはじめと jる労働条件の隙々

な問題に 対し、報料で相談や情報

提供与宇を行います。

フリーダイヤル

o 1 20-1 3 5 -8 0 7 

I所在地I松山市大手町 1丁目 1

番地 1号:岩本ビル 3階

[開設時間]0月~金曜日…午後

2時~午後 8時O土曜日・・午後 1

時~午後 6時

(休日ーは曙円・国民の祝!司・年

末午拍)

百寸:;::~~拐窃位桜おお在損部損症樹:~::::器時間醐齢:;:;S:-.::3端部担制

露輩記インフォメーション
器 サービスのお知らせ

松山地方法務局で、「登記イン

フォメーションサービス」カ吉開始

さjしました。

このサー ビ ス は 、 登 記 所 の 管 轄

や不動産立記手続、商業王子記手杭

に|叫する情報や質問に電話か FA

Xで同体がされるものです。

[電話番号] 089-915一 1

6 9 7 (松山地方法務局)

089-935-7 

ヘ死一
J

一

hb訟
一

一だ一一一四一一尚一

一

/

ふ

一

長浜水彩画グ、ループ

水彩画展
長浜水彩画グループの皆さんに

より描カミれた、主に花を題材とし

た 美しい本彩両作品、約30点、を展

示します。

皆さん、ぜひ ご 鑓 賞 く だ さ い l

【期間] 4 月 13 臼 ~27 日(月曜日

休館:午前 9時~午後日寺)

[場所lふれあい会館キャラリ-

E思量罫特需盤謹毘昆建勝世話謹直陸態陸路港建挺穏珪嵐錘措置援溜器題担草

壁平成11隼震
聾;役場の支払(振込)日

平成11年度長浜町役場の定例支

払日(預貯金口座振込)が、次の

日程となりました。請求書を出さ

れる場企は、納品と同時に提出す

るようにしてください。

な お、請求書には、課名等を書

いて、必ず押印 を 忘 れ な い よ う に

してくださし」

平成11年度投場の支払(掘込)予定日

綿
入

l
「

wmr査
官

側
一
器
官
自
一
一
札

臨
品

E
U
U
U

司

自

制

剛

山

一

「

凶
齢
、
川
一
課

h

憾
の
力
談
お

側
性
暴
相
護

側
女
の
語
劇

欄

f
へ
電
劉

正

V
祝
日
ほ
接
話
器
投
一
一
器
箆

5-
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司書官審査

唱基つ、きも

偽者吉A，
審人保健詩等

高齢者

L j雪E後

1昌につき 530円
低来どおり、同ーのlぶ療機関において 1か月に 4凶

まで負担します (最尚 2，1 2 0ドJ)
なお、薬剤に関するふ部負担金も従来どおりお支 払

いいただきますっ

国静

亡青豆車三

1 Bにつき 500円⑭ 

?自につき 1，200円|
※ 市町村民税非課税の世帯に属する方等で、老齢福祉午金を受給している方については、従来どおり 1

I1につき 500円に減額されますが、「老人医療の入院時一部負担金減額-薬剤 J 部負担会免除認定証」

の申詰が必要です。

※ 市町村民税非口県悦の世帯に属する方等については、 1かJ]の一部_f!il11-:.限が、 35，400円に減引さ

れますが、「入院時 市n担金限度額i扇町認定証」の巾請が必要となりますので、詳し〈は、役場住民課

国保係(告 52-1111<内錦 34>"摘)2063) までお問い合わせぐださい。

1日間 1，100PlI⑩! 

医
産
費
を
有
効
に

潤
用
す
る
た
め
に

皆
さ
ん
は
、

一
、
か
か
り
つ
け
医
を
持
っ
て
い
ま
す
か
?

自
分
だ
け
で
な
く
、
家
族
全
員
の
休
の
状
態
を
よ
く
理

解
し
、
納
得
の
い
く
説
明
を
じ
て
く
れ
る
か
か
り
つ
け
医

が
近
く
に
い
る
こ
と
は
大
切
で
す
。

二
、
問
じ
病
気
で
い
〈
つ
も
違
う
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ

て
い
ま
せ
ん
か
?

重
複
受
信
は
、
診
附
や
検
李
、
薬
の
処
方
を
烹
ね
て
受

け
る
こ
と
に
な
り
、
医
療
費
の
一
無
駄
や
薬
の
事
故
を
招
き

ま
す
。

一
ニ
、
薬
を
た
く
さ
ん
欲
し
が
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
?

い
く
つ
か
の
症
状
が
あ
っ
た
り
、
症
状
が
長
引
い
た
り

す
る
土
、
つ
い
薬
に
頼
り
た
く
な
り
ま
す
が
、
無
駄
や
事

故
が
生
じ
ま
す
い

園
、
定
期
的
に
健
麗
診
査
を
受
け
て
い
ま
す
か
?

毎
年
向
じ
時
期
、
同
じ
検
奄
株
間
で
そ
け
ま
し
ょ
う
。

通
院
中
で
も
実
行
し
、
袖
密
検
査
も
恐
れ
ず
受
け
ま
し
ょ

う
。
結
果
の
記
録
E

h

配
管
も
忘
れ
ず
に
。

五
、
保
健
婦
さ
ん
に
気
軽
に
相
談
し
て
い
ま
す
か
?

似
健
セ
ン
タ
ー
等
に
い
て
、
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
て

く
れ
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

六
、
治
療
よ
り
予
防
、
健
康
づ

〈
り
に
つ
と
め
て
い
ま
す
か
7

栄
養
、
運
動
、
休
養
の
健
康

二
一
川
町
則
を
守
り
、
生
き
が
い
を

け
沿
っ
け
、
毎

μ
を
過
ご
し
ま
し
ょ

、っ

エ訓料開ノ
ι
β
5
い/。一

拡
傘
訴
隣/臣家。一

平
成
十
一
年
度
開
催
予
定
日

一ハ
U
ハ
U

一
つ
け
ハ
リ
一

一ーよ円。一

-
1上
寸
上
一

一ハ
U

ハU
一

睡

ハU

ハU
一
-

Q
U

ハU
一

寸

i
-

圃

一
前
日
一
・

h
1
1
4
tよ
一

血

長浜町商士会

( 1 日)

19日

20円(7)()

(金)

6-

-E 

E 

E 

酒

屋

白

E . ..盟国



L
E
T
Sク
?
キ
シ
グ

生
活
改
善
一
コ
ス
モ
ス
グ
此
i
ブ

鍋

敷

き

一
材
料
一

新
聞
の
折
り
込
み
広
告

{
作
り
方
一

①
広
告
を
六
岨
幅
に
切
る

②
点
艇
を
谷
折
り
に
し
、
さ
ら
に
そ
れ

を
半
分
に
祈
り
四
重
に
す
る
。

④
四
重
に
し
た
も
の
を
凶
本
件
り
、
凶

の
よ
、
つ
に
置
く
。

一
代
表
者
西
山
道
子

一

合

五

二

O
九
四
七

④
長
い
力
を
内
側
に
折
り
正
方
形
を
四

個
作
る
。
そ
れ
を
何
回
も
操
り
返
し
、

紙
が
無
く
な
る
と
足
し
な
が
ら
上
に
折
っ

て
棒
状
に
す
る
。
棒
状
に
な
っ
た
も
の

を
丸
く
回
す
む

るぞ⑤
。オL I付
fノド但日
り、
、中

σ〉 、

りタト
で側
しに
つ な
か る
りう~'-.
L&lを
定そ
すれ

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
:
・
0
き
つ
く
組
む
こ
と
。

柔
ら
か
い
と
し
一
ツ
か
り
し
た
も
の
が
で

き
な
い
。
の
の
り
は
透
明
の
ウ
ォ
ー
タ
ー

グ
ル
ー
が
よ
い
。

ヲゼ炉事すf

つーワ

(手芸)

ð~ 、フ

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、
平
成
一
二
年

の
十
月
に
十
人
梓
皮
の
会
員
で
ス
タ
ー

ト
し
、
も
う
七
年
半
が
過
ぎ
よ
う
止
し

て
い
ま
す
。

当
初
は
、
み
ん
な
針
を
持
つ
の
も
布

を
切
る
の
も
初
め
て
と
い
っ
た
中
、
体

育
館
の
和
室
に
伊
賀
直
子
先
生
を
お
迎

え
し
て
、
手
取
り
足
取
り
の
ご
指
導
を

得
な
が
ら
物
手
一
作
る
喜
び
に
年
月
を
重

よ
3
1
L
く

十

併

願

什

L
キ
AU1
オ
/

ね
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
都
ふ
れ
に
よ
り

指
導
汗
が
町
内
に
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
く

な
っ
た
た
め
、
希
望
者
で
大
洲
に
出
か

け
、
怯
山
か
ら
来
て
い
た
だ
い
て
い
る

松
本
先
牛
一
を
囲
ん
で
、
月
一
一
回
の
指
導

会
仰
い
で
い
ま
す
の

手
作
り
品
な
の
で
、
毎

H
白
完
で
こ

つ
こ
つ
と
針
を
運
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
っ

パ
ツ
グ
や
タ
ペ
ス
ト
リ
1

、
布
の
花
専

に
固
ま
れ
て
、
日
々
作
る
楽
し
み
に
ひ

た
り
な
が
ら
、
年
に
一
一
山
の
文
化
祭
や

各
種
展
一
出
会
等
へ
の
出
品
を
目
指
し
て

頭
日
間
っ
て
い
ま
す
c

一
代
表
者
一
谷
湖
因
子
(
沖
浦
・

3
4

-一
l
l
-
(

八
九
七
)

一
練
習
日
}
毎
月
第
二
・
話
回
金
曜
日

(
午
前
卜
時
j
正
午
)

{
練
習
場
所
一
大
州
市

{
会
員
一
子
目
塁
手
J

、
宮
本
直
子
、
奥

野
豊
子
、
新
山
静
子
、
玉
井
次
栄
、
ヒ

間
十
字
代
、
小
沢
円
州
国
子
、
上
回
、
つ
め
か
、

浮
川
八
重
子
、
島
川
光
子
、
蹴
田
恵
子
、

小
川
尚
干
、
一
凸
凶
秋
江
、
新
旧
綾
子

ヒメ今-2主
二回 τZ
3LJ7 
(:::;"て Li
dご rも

I三

7 



橋
幸
夫
さ
ん
が
講
演

ー
文
化
講
演
会
1

二
月
二
十
八
日
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で
、

平
成
十
年
度
文
化
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、

約
四
百
人
が
聴
講
に
訪
れ
た
。

今
同
の
講
師
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
お

な
じ
み
の
歌
手
、
橋
幸
夫
さ
ん
。
「
お

母
さ
ん
は
宇
宙
人
」
と
題
し
て
行
わ
れ

た
講
演
で
は
、
痴
呆
症
に
な
っ
た
母
親

の
介
護
を
通
し
た
体
験
談
な
ど
が
語
ら

れ
た
。参

加
者
は
、
そ
の
介
護
の
難
し
さ
や
、

対
処
の
仕
方
な
ど
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
魅
力
を
満
喫

ー
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
ー

三
月
六

H
、
町
体
育
館
大
ホ

1
ル
で

R
N
B
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
聞

話
に
、
感
動
を
覚
え
な
が
ら
じ
っ
と
聞

き
入
っ
て
い
た
。

eJ 

i与{h;4V

美しい音色で観客を魅了したステージ

催
さ
れ
、
約
二
百
四
十
人
が
訪
れ
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
第
一
部
で
ピ
ア
ノ
・

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
各
独
奏
と
ソ
プ
ラ
ノ

独
唱
、
二
部
で
は
、
フ
ル
ー
ト
・
チ
ェ

ロ
の
各
独
奏
、
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
、
合
奏

が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
。

来
場
者
は
、
巧
み
に
演
奏
さ
れ
る
各

楽
器
の
美
し
く
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
な
日
色
と

透
き
通
る
よ
う
な
ソ
プ
ラ
ノ
の
歌
声
に
、

感
嘆
の
た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
じ
っ
と

耳
を
傾
け
て
い
た
。

い
の
ち
の
花
咲
く
地
域
つ
く
り
を

講演を行う橋幸夫さん

ー
豊
茂
公
民
館
研
究
大
会

1

コ
一
月
七
日
、
豊
茂
公
民
館
で
第
三
十

一
同
公
民
館
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
、

地
区
住
民
ら
約
百
五
十
人
が
参
加
し
た
。

ふ
る
さ
と
豊
茂
の
地
域
づ
く
り
に
つ

い
て
考
え
よ
う
と
、
「
む
世
紀
の
教
育

と
福
祉
」
を
テ
l
マ
に
し
た
今
回
の
大

会
で
は
、
地
元
出
身
で
同
立
教
育
研
究

所
主
任
研
究
宮
の
、
菊
地
栄
治
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

参
加
者
は
、
命
や
一
人
ひ
と
り
の
知

恵
な
ど
を
大
切
に
し
た
、
「
つ
な
げ
て
、

聞
い
て
、
分
か
ち
合
う
」
地
域
づ
く
り

ふ
る
さ
と
を
美
し
く

ー
櫛
生
@
須
沢
地
区
ク
リ
ー
ン
作
戦
1

三
月
七
日
、
「
み
ん
な
で
い
い
汗
流

実名の
心重
に要命
聞 f主主主
きをぷ
入手事
つえ

てる
しミ 言舌
たに
。白頁

き
な
7うす
ら

菖蒲園で株分けを行う参加者

し
、
ふ
る
さ
と
を
見
直
そ
う
」
を
テ
ー

マ
に
、
第
四
回
櫛
生
・
須
沢
地
区
ク
リ
ー

ン
作
戦
が
行
わ
れ
、
両
地
区
住
民
ら
約

六
十
人
が
参
加
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

参
加
者
は
、
合
羽
に
長
靴
の
出
で
立
ち

で
同
道
沿
い
の
ご
み
・
空
き
缶
な
ど
を

拾
い
集
め
た
。
ま
た
、
菖
蒲
園
で
は
株

分
け
や
草
引
き
、
施
肥
な
ど
の
作
業
も

行
わ
れ
た
。
所
々
芽
を
出
し
始
め
た
花

昌
蒲
を
見
つ
け
る
と
早
く
も
畠
蒲
祭
り

の
話
題
が
飛
び
出
す
な
ど
、
ふ
る
さ
と

を
思
う
参
加
者
の
表
情
は
、
と
て
も
さ

わ
や
か
だ
っ
た
。

高

ih高
率直面
?置

講演を行う菊地さん

し
の
び
足
柿
の
実
つ
つ
く
カ
ラ
ス
か
な

四

年

田

淵

愛

奈

そ
よ
風
が
春
の
手
紙
を
運
ん
で
く
る

四

年

足

利

俊

輔

先
生
と
の
別
れ
は
つ
ら
い
卒
業
式

四

年

安

田

広

美

花
た
ち
が
春
が
来
た
よ
と
知
ら
せ
て
る

四

年

矢

野

笑

菜

春
風
が
小
鳥
と
い
っ
し
ょ
に
や
っ
て
く

る

四

年

漬

田

沙

也

加

菜
の
花
が
黄
色
く
な
る
と
も
う
春
だ

四

年

篠

原

加

奈

春
に
な
り
外
で
元
気
に
遊
ん
で
る

五

年

福

田

章

吾

ふ
き
の
と
う
雪
の
下
か
ら
こ
ん
に
ち
は

五

年

二

宮

優

春
に
な
り
桜
の
花
び
ら
ち
ら
ち
ら
と

五

年

西

岡

七

実

子

お
ち
ば
焼
き
近
く
に
よ
っ
て
わ
を
か
い

た

五

年

高

岡

早

希

子

ひ
じ
川
の
あ
ら
し
も
つ
よ
く
し
ら
な
み

か

五

年

浅

田

未

来

ま
ど
の
外
落
ち
葉
が
ゆ
ら
り
落
ち
て
ゆ

く

五

年

旧

制

秀

樹

夕
焼
け
を
見
上
げ
て
み
れ
ば
ま
つ
か
つ

か
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)
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試 目食 手重 素直
申込受付期間

第 1次試験日の
郵送受付 持参受付

国家公務員採用 I種試験
4月 2日憧) 5月 6日(木)

6月13日(日)

国家公務員採用 E種試験 7月 4日(日)
γ一一一一一一一

国税専門官採用試験 6月19日l土)

5月13日附 L_6月20日(日)一労働基準監督 官採用試験
5月13日(ボ

法務教官採用試験
十一日出

航空管制官採用試験 8月16日(月) ~ 8月30日(月) 9月26日(日)

守口

社三E【大学卒

試 目実 の 手重 委員 申込蛍付期間 第 1次試験日

国家公務員採用 E種試験 ~ 6月30日(水)
ト

6月23日(水) 9月 5日(日)

刑務官採用試験 1 0月 3日f日)

入国警備官 採用試験

皇宮護衛官 採用試験 3月16日(月) ~ 8月30日(月)

航空保安大学校学生採用試験
9月26日(日)

海上保安学校学生採用試験

「瓦上保安大学校学生採用試験
8月26自体) 9月 7日(刈

1 0月30日(土)

「 語大字校学生採用試験一
~ 

1 0月31日(日)

【高校卒

※ 詳しい内容については、人事院四国事務局第2課試験係(〒 760-0068:高松市松島町1-
17-33:宮 087-831-4765)までお問い合わせください。
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21世紀に向けて自分らしい生き方がで、きる社会を創ろう

我が国の女性が初めて参政権を行使した昭和21年4月10日を記念

して、女性の地位向上のための啓発活動を毎年展開しています。男

女の能力や役割についての固定的な考え方を改め、 人 人が個性

をいかした自分らしい生き方を実現できる社会を目指しましょう。
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イ主

戸ifT
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白沖

英 俊卓治
二学二志憲

野 上

きた

「春は来るらし、天より地より」

日本画家河合玉堂 の長詩の終句に

見るように、天は真に明るく地も

暖かい。 4月は、 人 を 選 ば す 生 気

溌刺 の気をもたらす。

4月10日は「婦人の日」で、 1
週間が 「婦人週間」 で あ る 。 こ れ

は、昭和21年 4月10日に 、 男 女 同

権に基づく最初の総選挙が行われ、

婦人議員38人が誕生 し た の を 記 念

するために、昭和24年に定められ

たのである 。 明 治44年 9月、雑誌
せ い とう

『青鞘』を 出 し、「元始、女性は実

に太陽であった」 と高らかに唱え

て、文学のみならず。 日本最初の

婦 人 解 放 運 動 をはじめ孟男女 同 権

を 強く訴えた平塚らいてうらの主

張が、戦後実ったのだ。

今や、 NHKテレビが愛媛県は

「女性小・中学校長の多さは全国

で上位」 とか「女性 をでき る限り

美 しくするために髪型デザイナ ー

になった男」とかを放映する夜だ。

県名も媛(女性) を 愛 す る 県 と あ

る。 誠によい名だ。 愛媛県人は

「伊予の山積」どころか、「男女同

権 」 に率先垂範している 。

「養花一年 、看花三 日Jは 、 美

しい花の命のたとえだが、「花の

命は短くて苦しきことのみ多かり

きJ(林芙美子)の世 は 変 わった。

内 に秘めた実力 を遺憾なく発揮し

て、 町政 に も 参加 するほどの奮 闘

を、長浜の女性に大いに期待して

い る。

人口・世帯数のうごき

2月末現在 育可月とσコ上ヒ平交

10，140人 24人減

人 口 (男 4，778人) (男13人減)
女 5，362人 女 11人減

世帯数 3，649世帯 4世帯減

出
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